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備
時
間
も
短
縮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
使
用
可
能
な

校
内
連
絡
ツ
ー
ル
を
令
和
８
年
度

に
一
部
の
学
校
で
導
入
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
中
学
校
全
校
に
自
動

採
点
シ
ス
テ
ム
を
導
入
予
定
で
す
。

【
再
質
問
】　

学
校
で
は
年
度 

途
中
で
の
休
職
、
産
休
・
育
休
取

得
者
が
い
た
場
合
は
、
代
替
教
員 

の
確
保
が
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
年
度
途
中
の
欠
員
に
備
え
、

市
費
で
独
自
に
教
員
を
採
用
す
る

施
策
が
可
能
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

年
度
途
中
で
の
休
職
、 

産
休
・
育
休
を
取
得
す
る
教
員
を

予
測
し
、
そ
の
教
員
と
同
じ
教
科

の
免
許
を
保
有
す
る
教
員
を
事
前

に
任
用
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
継
続

し
て
い
く
べ
き
事
業
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
実
施
形
式
や

内
容
、
市
民
へ
の
周
知
等
に
つ
い

て
も
、
市
遺
族
会
の
ご
意
見
を
尊

重
し
て
い
き
ま
す
。

市
長　

私
自
身
も
戦
没
者
追
悼

式
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
次
世

代
に
つ
な
げ
る
も
の
に
変
化
さ
せ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
戦
没
者
追
悼
式
を

平
和
事
業
全
体
の
一
環
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
関
連
づ
け
て
平
和
の
継

承
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
他
自

治
体
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
上
で

今
後
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

テ
ィ
バ
ス
の
活
用
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
他
の
交
通
手
段
の

提
供
に
つ
い
て
も
、
対
象
者
の
線

引
き
や
本
市
の
地
域
特
性
に
鑑
み

て
導
入
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
交

通
手
段
の
提
供
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
は
全
額
が
国
の
予
算
で
措
置

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

地
方
選
挙
も
含 

め
期
日
前
投
票
所
の
増
設
等
に
関

す
る
見
通
し
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

令
和
８
年
度
座
間
市
一
般
会
計

予
算
の
神
奈
川
県
議
会
議
員
及
び

神
奈
川
県
知
事
選
挙
費
に
期
日
前

投
票
所
増
設
に
係
る
シ
ス
テ
ム
導

入
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

議
決
後
に
、
期
日
前
投
票
所
の
増

設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
当
初
予
算
に
計
上

の
行
政
キ
オ
ス
ク
端
末
で
は
、
住

民
票
の
写
し
等
の
請
求
書
へ
の
記

入
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
非
来
庁

型
市
役
所
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
で
き
る
場
面

の
拡
充
な
ど
、
段
階
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【
再
質
問
】　

デ
ジ
タ
ル
庁
で 

は
「
書
か
な
い
、
待
た
な
い
、
回

ら
な
い
」
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の

考
え
方
を
示
し
て
お
り
、
本
市
も

そ
の
考
え
方
を
共
有
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

総
務
省
が
示

し
て
い
る
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

の
一
環
と
し
て
捉
え
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

へ
の
理
解
が
あ
れ
ば
、
補
助
金
の

交
付
要
件
に
せ
ず
と
も
、
商
工
会

に
加
入
す
る
と
考
え
ま
す
が
、
加

入
を
要
件
か
ら
な
く
す
こ
と
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
長　

商
工
会
へ

の
加
入
自
体
は
義
務
づ
け
て
お
ら

ず
、
補
助
金
の
適
正
な
執
行
を
確

保
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
り
、
憲

法
に
あ
る
結
社
の
自
由
を
制
限
し

て
い
ま
せ
ん
。
商
工
会
は
補
助
金

の
目
的
を
果
た
す
上
で
重
要
な
連

携
先
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
お
り
、 

加
入
を
補
助
金
の
交
付
要
件
か
ら

外
す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、 

今
後
の
制
度
運
用
の
状
況
や
他
自

治
体
の
事
例
等
も
参
考
に
し
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
所
支
援
の
在
り

方
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、
支
援
者
と
な
る
自
治

会
や
民
生
委
員
の
方
に
も
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
対
象
者
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
個
別
支
援
計
画

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
地
域
の

関
係
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
要
支

援
者
の
方
々
に
も
、
地
域
の
方
々

と
の
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
地
域
で
の
避
難
所
開

設
訓
練
等
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も

促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
個
別
支
援
計
画
の
策
定
方
法

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
手
法
が
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
即
し
た
形

で
計
画
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
、
学
校
の
働
き

方
改
革
の
推
進
に
資
す
る
施
策
に

関
連
し
、
学
校
か
ら
は
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
や
校
内
連
絡
ツ
ー
ル
の
整
備
を

要
望
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
対
応
状
況
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
導
入
予
定
の
も
の
が

あ
れ
ば
お
示
し
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
普
通

教
室
や
特
別
教
室
、
職
員
室
な
ど

に
整
備
し
、
未
整
備
の
場
所
で
は

モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー

か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
可
能

で
す
。
教
職
員
は
１
人
１
台
の
端

末
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
等
を
利
用
し
、

職
員
室
等
に
集
ま
ら
ず
と
も
情
報

共
有
等
が
可
能
と
な
り
、
打
合
せ

の
回
数
が
減
り
、
資
料
の
共
有
や

修
正
も
容
易
な
た
め
、
会
議
の
準

今
後
も
追
悼
式
を
継
続
し
て
い

く
に
当
た
り
、
時
代
の
変
化
や
社

会
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
式
典

の
内
容
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

見
直
し
や
工
夫
を
重
ね
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
追
悼
式
を
基
礎
と
し
つ
つ
、 

よ
り
意
義
深
い
も
の
と
し
て
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
ど
の

よ
う
な
点
を
大
切
に
し
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
市

の
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。　

福
祉
部
長　

現
在
、
本
市
の
戦

没
者
追
悼
式
は
、
議
員
が
言
及
の

と
お
り
屋
外
で
実
施
し
て
お
り
、

開
催
時
期
等
に
つ
い
て
配
慮
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
市
遺
族
会
員
の

高
齢
化
に
よ
り
年
々
参
列
者
が
減

少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
そ
の

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
で
は
、

期
日
前
投
票
所
へ
の
移
動
手
段
の

確
保
や
交
通
手
段
の
提
供
に
要
し

た
経
費
の
交
付
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
政
選
挙
に
お
い
て
、
国

か
ら
の
予
算
措
置
を
活
用
し
、
選

挙
人
の
移
動
支
援
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
を
活
用
す
る
こ
と

へ
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

同
法
に
お
け
る
交
通
手
段
の
提
供

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
国
の
負

担
額
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

既
存
の
運
行
便
へ
の
影
響
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
以
外
の
交
通
手

段
を
利
用
す
る
方
々
と
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
期
日
前
投
票
所
へ

の
移
動
手
段
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

多
く
の
市
役
所
の
窓
口
で
は
、

同
じ
内
容
を
何
度
も
記
入
し
、
複

数
の
窓
口
を
回
る
な
ど
市
民
負
担

が
大
き
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
書

か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
ど

の
よ
う
な
方
向
性
で
進
め
、
書
か

な
い
仕
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
非
来
庁
型

市
役
所
の
実
現
に
向
け
た
、
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

お
く
や
み
手

続
で
は
、
来
庁
者
が
平
均
５
か
所

の
窓
口
を
回
り
、
氏
名
や
住
所
の

記
入
は
平
均
４
回
で
す
。
事
前
予

約
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

情
報
は
あ
ら
か
じ
め
申
請
書
に
反

映
で
き
、
記
入
回
数
の
削
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
一
層

の
削
減
を
目
指
し
、
改
善
を
進
め

憲
法
第
92
条
で
、
地
方
公
共
団

体
の
組
織
運
営
は
、
住
民
自
身
が

自
ら
の
責
任
で
行
う
住
民
自
治
と
、 

地
方
行
政
を
行
う
団
体
自
治
に
基

づ
く
と
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

憲
法
第
94
条
で
は
、
法
律
の
範
囲

内
で
独
自
の
条
例
を
定
め
ら
れ
る

と
あ
り
ま
す
。
本
市
に
は
地
域
活

性
化
を
図
る
べ
く
規
則
で
、創
業
、

展
示
会
出
展
、
設
備
導
入
、
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
店
舗
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
支
援
策
が
あ
り
ま
す
が
、 

市
商
工
会
へ
の
入
会
、
も
し
く
は

半
年
以
内
に
入
会
す
る
と
い
う
要

件
が
あ
り
ま
す
。
憲
法
第
21
条
で

は
集
会
、
結
社
の
自
由
、
憲
法
第

14
条
で
は
、
国
民
は
法
の
下
に
平

等
と
あ
り
ま
す
。
魅
力
や
必
要
性

座
間
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
五

期
）
策
定
時
の
市
民
へ
の
ニ
ー
ズ

調
査
に
お
い
て
、
特
に
緊
急
時
、

災
害
時
に
地
域
の
助
け
合
い
を
求

め
る
市
民
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
災
害
発
生
時
に
お
け
る

地
域
の
助
け
合
い
の
制
度
と
し
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
支
援

計
画
が
市
の
職
員
に
よ
り
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
災
害
が
発

生
し
た
際
、
本
計
画
が
ど
の
程
度

有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人
と

日
常
的
に
関
わ
り
の
あ
る
地
域
住

民
、
専
門
の
知
識
を
持
っ
た
職
員

等
、
多
様
な
参
画
で
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
が
有
効
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

個
別
支
援
計
画
に

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
市政全般にわたり18人の議員が質問しました。

書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で

市
民
負
担
軽
減
を

髙
栁　

浩
子 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

学
校
の
働
き
方
改
革
は
前
進

余
力
あ
る
学
校
運
営
を
求
め
て

馬
場　

佳
陽 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

災
害
時
に
一
人
で
の
避
難
が
困
難
な
要
支
援
者
の
た
め
の

個
別
支
援
計
画　

そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
問
う

長
瀨　

未
紗 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

議
会
日
誌

議
会
日
誌

２
／
17
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

18
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

26
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

27
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

３
／
２
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　

・
議
会
運
営
委
員
会

４
・
企
画
総
務
分
科
会

　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

５
・
民
生
教
育
分
科
会

６
・
都
市
環
境
分
科
会

10
・
民
生
教
育
分
科
会

　

・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

期
日
前
投
票
環
境
の
向
上
を
問
う

星
野　

郁 

議
員
《
あ
お
ぞ
ら
ひ
ま
わ
り
の
会
》

憲
法
を
踏
ま
え
、
市
商
工
会
加
入
要
件

を
な
く
し
た
事
業
者
支
援
を

守
谷　

浩 

一 

議
員
《
日
本
共
産
党
座
間
市
議
団
》

平
和
事
業
と
更
な
る
戦
没
者
追
悼
式
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う

伊
藤　

多
華 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》


